
プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。夢への挑戦
をテーマに企業トップへのインタビューなどをおよそ１
時間にわたって放送している「チャレンジ・ザ・ドリー
ム」。今日のトップインタビューは、高崎市の総合建設
コンサルタント「株式会社アイ・ディー・エー」の今井
久登社長、66歳です。アイ・ディー・エーは32年前に今
井社長が設立。東京、大阪、名古屋、福島などに拠点を
広げ、従業員数400人の会社に成長しています。また今
年１月からは群馬の森のネーミングライツスポンサーに
なっていて、今後一段と多くの人に名を知られる存在に
なっていきそうです。そんなアイ・ディー・エーの今井
社長に起業の様子や事業拡大の軌跡を伺っていきます。
番組後半は、ヨーロッパで修業を積み、前橋市でバイオ
リン工房を営んでいる女性を紹介します。

トップインタビュー
株式会社アイ・ディー・エー
今井久登 代表取締役
̶̶̶コンサルティング会社「株式会社アイ・ディー・
エー」の今井久登社長にオンラインでお話を伺っていき
ます。今日はどうぞよろしくお願いいたします。

今井社長：よろしくお願いします。

【収録風景：オンライン収録の様子】

【プログラム】
■トップインタビュー
　株式会社アイ・ディー・エー　
　　　　　　　　今井久登　代表取締役

■保証協会からのお知らせ
　 「ぐんまグットサポートガイド
　令和３年度改訂版の発行」について

■チャレンジ企業紹介コーナー
　船津綾乃さん（ジラモンド）

◎アナウンサー　奈良のりえ

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

令和４年２月３日（第107回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。創業・起業の応援をメインテー
マとし、群馬発の企業のトップインタビューを中心に構成し
ています。
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【アイ・ディー・エーの立ち上げ】

̶̶̶アイ・ディー・エーは、建設、環境、情報と、幅
広い分野のコンサルティングを行っているそうですが、
今井社長、最初はどの分野からスタートしたのですか。

今井社長：最初はダム事業を専門とした建設コンサルタ
ントとしてスタートいたしました。

̶̶̶はい。設立は1990年ですよね。

今井社長：はい。私が35歳のときになります。

̶̶̶それ以前は、どのようなお仕事をされていたので
しょうか。

今井社長：建設大学校というところを卒業して、私の出
身である長野県の建設会社で５年間勤めました。その後、
同じ建設、ダム事業のコンサルタント会社である有限会
社を設立しました。秩父の滝沢ダムからスタートして４
年間、その後、神奈川県の厚木市に近い、宮ケ瀬ダムで
３年間、通算７年過ぎた後の35歳の時に、技術屋の従業
員が集まってきましたので、現在のアイ・ディー・エー
を設立いたしました。

̶̶̶最初に立ち上げた有限会社は、お幾つのときだっ
たのですか。

今井社長：28歳です。最初は有限会社ですから、会社の
規模は小さくて、私を含めて２人だけで始めました。そ
れから技術屋が７名ぐらい集まって、規模を拡大するた
めに、株式会社にしようという流れになりました。

̶̶̶起業の理由は、どんなことだったのでしょうか。

今井社長：もともと大学は建設の関係でしたので、先輩
たちや、周りの環境もあって、建設の情報が多く入って
きました。やはり男性が一つ憧れる巨大な構造物みたい
な、ダムとかいろいろなものがありますけど、そういう
ものにちょっと憧れがあったことが、最初のきっかけで
すね。

̶̶̶この有限会社は、どこで設立をされたのですか。

今井社長：滝沢ダムの事務所があったのは埼玉県の秩父
市でしたが、私ともう一人しかいない会社だったので、
アパートを借りて、そこに登記しました。実際はアパー
トで仕事をするのではなくて、滝沢ダムの事務所の一室、
あるいは現場などで仕事をしていましたので、登記だけ
したということですね。

̶̶̶独立当時の仕事の様子というのは、どんな感じで
したか。

今井社長：当時、まだまだダム本体にいくまでには時間
がある状態でして、付け替え道路とか、いろんな周辺の
整備をしている段階ですね。たまたまそのときに、今ま
で全国でダムの直下の道路の付け替えにループ橋という
ものを採用したことがなかったのですね。

̶̶̶ループ橋とは何ですか。

今井社長：ループ橋とは、らせん状に上がる橋です。昔
は日光のイロハ坂のように、斜面をくねくね、くねくね
這い上がって、ダムの上のほうまで道を付け替えていた
んですね。それを巨大なループ橋という、川の右岸から
左岸まで大きな円形を描いて、それでずっと登り上がる
という、土木の世界では言ってみれば非常に芸術的な構
造物を検討するところに配属されまして、それは非常に
私自身にとっても後々大きな財産になりました。今でも
滝沢ダムで検索してもらえれば、雷電廿六木橋という大
きな橋がダムの前面にできていますので、地元の大きな
観光名所になっていると思います。

̶̶̶そうですか。そして、滝沢ダム完成後はどのよう
なお仕事をされたのでしょうか。あらためて教えてくだ
さい。

今井社長：４年間ぐらいでは全く本体の工事に入ってい
ませんので、そのループ橋の計画とか基本的な設計計画
の段階でした。一応４年間はそこで仕事をさせていただ
きましたけど、その後、神川県にあります宮ケ瀬ダムに
移って３年間、こちらはダム本体を建設する段階になっ
ていましたので、ちょっと違う段階のダムを経験するこ
とができました。

̶̶̶矢継ぎ早にさまざまなご経験を積まれていったわ
けですねえ。そのお仕事の内容的には、設計をするので
すか、それとも調査になるのですか。どういうことをな
さるのですか。

今井社長：最初の滝沢ダムでは、先ほどお話ししました
ように、ループ橋という一つのやり方を行いました。今
まではイロハ坂みたいにくねくね上がっていくところを、
ループ橋にしたらどうかとか、もっと違う方向にしたら
とか、違うところからトンネルで抜けたらどうかとか、
いろいろ比較設計をしていくわけですね。どれが一番実
現性が高いかというのを絞り込んでいく、それが仕事の
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第一で、最終的には「この案に決めましょう」と偉い人
たちに決めていただいて、あとはそれを具体的に実現化
するためにはどんな問題が起きて、例えば用地の問題と
か、環境の問題とか、構造の問題とか、そういうものを
拾い出して、本当にこれができるのだろうかということ
を詰めていく、というのが我々の仕事ですね。

̶̶̶思い描く理想があり、そしてそれをどこまで実践
できるか、と詰めていくわけですね。

今井社長：そうですね。

̶̶̶ほとんど寝る間もないぐらいの、そんなイメージ
ですか。

今井社長：朝から晩までとにかく働いていましたね（笑）。
まあ仕事が好きだったこともありますし、技術的に深掘
りしていかないと、なかなか大きな構造物は完成に至ら
ないので、そのためには自分に負荷をかけて、夜遅くま
では当たり前にやっていましたね。

̶̶̶その頑張れた理由というのは何があったんでしょ
うね。

今井社長：一番は、まあ仕事自体が大好きだったという
こと。そして、自分が取り組んでいたもの自体が「技術
の先端」のものであり、非常に巨大なものであった。そ
ういう、ある種つくったことのない「憧れ」のようなも
のがあって、「これは何がなんでも自分でやり遂げてやろ
う」というものが、若いが故かわかりませんが、自分の
支えになっていましたね。

̶̶̶ご自身がおつくりになった、かかわったものが、
先々まで残っていくって、夢ですよね。

今井社長：ええ。それこそが、我々のように建設をやっ
ている者の醍醐味ですよね。自分の命を超えた先で、ずっ
と物が残っていくわけじゃないですか。そういうことに
ロマンを感じます。

【社名の意味と当時の目標】

̶̶̶そのころは、どんな目標を掲げて事業をやってい
ましたか。

今井社長：最初立ち上げた有限会社は、当然実績も何も
ありませんので、ある大きなコンサルタント会社の下請
けで仕事を開始しました。とにかくいずれは力を付けて、
必ず元請けになるんだということを日々思いながら頑

張っていましたね。

̶̶̶もう常に先の目標を立てて進んでいたのですね。
そして、いよいよ1990年にアイ・ディー・エー設立とい
うふうになっていきますけれども、高崎を選んだ理由と
いうのは何でしょうか。

今井社長：まずは関東地区でやろうということで、今後
のダムの計画を地図上に落としたところ、その中で一番
都合のいい場所が高崎だったのですね。交通のアクセス
とかいろいろ考えると、高崎市が一番いい場所でした。
当時、技術屋の中に高崎市の出身者は１人もいなかった
のですが、地図の上で決めて、こちらに来ました。

̶̶̶ちなみに、アイ・ディー・エーの名前の意味はど
のような？

今井社長：あまり誇れたものじゃないんですが、
International Development Artという、その頭文字を
取ってアイ・ディー・エーとしました。それこそ世界に
羽ばたく開発技術みたいなイメージを持って付けたので
すが、現在はちょっと見直しをしています。Iについては
Internationalから、Informationという情報の関係になっ
ていますね。DのDevelopmentは一緒なんですが、最後
のArtは、Assessment、検証をしていくという意味合い
を持たせています。そのときどきの会社を表す、もう解
釈は中身を変えているということです。

̶̶̶時代に応じて解釈も変化していく、そういう柔軟
な姿勢というのは大事なのかもしれないですね。

今井社長：まあ柔軟というか、遊びすぎかもしれません
が。

̶̶̶遊び心。でもループ橋のお話を聞いていくと、Art
というのが、なるほどというふうに納得しました。

̶̶̶そして、目標が叶い、元請けとなったのは、いつ
だったのでしょうか？

今井社長：1990年に今のアイ・ディー・エーを立ち上げ
て、それから２年後ですね。平成４年４月の埼玉県の浦
山ダムでのコンサルタント業務が第１号になります。同
年10月の京都府にある日吉ダムが第２号で、東西両面合
わせてこれから展開していくというスタート地点になり
ますね。

̶̶̶こんなにとんとん拍子にコンサルタントのお仕
事って取れるものなんですか？
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今井社長：非常に幸運だったと思います。

̶̶̶いや、その辺の幸運の秘訣って何でしょうね。情
報を集めたとか、何かこう、秘策があったのですか。

今井社長：今思えば、技術力を持った人たちとか、いろ
いろといい人に巡り会えたということだと思います。
我々がまだ若かったものですから、世間のこともさほど
よくわからなかったものの、そういうことをアドバイス
してくれる人とか、たまたまそういう時期に集中的に集
まっていただいて、バックアップしていただいた。それ
がなかったら、なかなかできなかったでしょうね。

̶̶̶人とのご縁にも恵まれて、そしてダムを追いかけ
て成長してきたアイ・ディー・エーですけれども、その後、
分野を広げていくことになります。そのお話を伺う前に
１曲お届けしましょう。今日は加山雄三さんの『海 その
愛』という曲を社長に選んでいただきました。今井社長、
どんな思い出の曲でしょう？

今井社長：まあお酒が好きなので、よくカラオケで歌う
のですが、会社の創業の当時とか若いころは、海に向かっ
て、それこそ坂本龍馬のように舳先に立って「頑張る
ぞ」っていう、そういう心情が重なり合わさって、非常
に気持ちのいい歌ではありましたね。元気の現れみたい
なものですね。

̶̶̶さあ、それではお届けしましょう。加山雄三で『海 
その愛』。

【秩父滝沢ダム　ループ橋】

【大きな事業転換】

̶̶̶ダムを追いかけて成長してきたということですが、
現在は幅広い分野のコンサルティングを行っていらっ
しゃいますよね。これは何か転機があったのですか。

今井社長：できれば、自分たちが専門であり、大好きな
ダム事業で一生を過ごせればよかったのですが、政権が
民主党に代わった時期がありましたよね。このとき、全
国のダム事業の見直しがありまして、仕事が激減してし
まったんですね。だから、食べていけなくなってしまい
ますので、ダムだけではなく、そこで培った技術を使って、
道路とか、河川とか、同じ土木系ですけど砂防とか、多
方面に展開するようになったということです。

̶̶̶多方面に広げざるを得なかったということが転機
だったというわけですか。

今井社長：そうですね。

̶̶̶でも、今までの実績からすると、それは比較的容
易にできたものなのでしょうか。

今井社長：展開するところは専門性が高くて、なかなか
簡単には到達できないんですが、ダムは総合土木の技術
を集約したところにあるので、言ってみれば河川も土木
も砂防も、部分的にはみんなそれぞれカバーしているわ
けですね。ですから、全く知らない分野というわけでは
ないので、自分たちの努力次第で動いていくことができ
たということです。

【まちづくりへの挑戦】

̶̶̶それから、まちづくりの計画調査も行っていて、
みなかみ町のたくみの里などにも携わっていらっしゃい
ますよね。これはダムと同じハード整備の道路や河川へ
の進出とは、またちょっと分野が違うような気がするん
ですが、どういう考えから着手されたのですか。

今井社長：これから先を考えたとき、どうしても日本全
体で人口が減少していますよね。そうすると、我々の主
たる発注者と言われる人たちは行政の人たちなので、結
局そこの規模もどんどん人口とともに縮小されていく。
我々の仕事自体が縮小されていくわけですね。そうする
と、発注者のほうは当然、少ない予算、あるいは少ない
人数の中で、効率化した行政サービスとか、いろんなも
のを求めていかなきゃならない。世の中が拡大している
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見をいっぱい集めて、その人たちの思いを集約していっ
て、時間をかけながら、我々がつくっても我々がそこに
住むわけではないので、その人たちが主体になりますか
ら、そこに時間をかけて声を拾い上げて組み立てるとい
う、ある種、途方もなく時間のかかる仕事です。

【地元に寄り添った事業展開を】

̶̶̶まさに未開の地に踏み出したような挑戦だったか
と思います。その後、コンサルティングに入られて、ど
のような反響が来ていますか。

今井社長：人口がどんどん減っていきますし、若い人が
いないと、老齢化してくる。活動する人たちもお年寄り
になってきて、「去年はできたんだけど、今年はできない
ね」みたいになってきますから、我々が参加することが
許されるのであれば、長い目で参加協力をしていきたい
なと思っています。まちづくりって、「これはポッとでき
たから、あとはOKですよ」というふうには、なかなか
ならないんですね。逆に時間がたてばたつほど新しい問
題が出てくるというようなことがありますので、非常に
気の長いというか、地域に根差している必要があります。
我が社は高崎に本社がありますので、「群馬県のいろんな
ところの展開は、１時間以内にすぐ行きますよ」という
ようなスタンスで対応できれば、まあ地元のお手伝い
じゃないですけど、それができるんじゃないかと思って
います。

̶̶̶地元の方々に寄り添った、そんな展開を今もな
さっているわけですね。

今井社長：はい。

̶̶̶さまざまな挑戦をなさっていますけれども、振り
返ってみて、成功のポイントって何だったと思いますか。

今井社長：まず、非常にいい人たちに巡り会えたという
ことが最大のポイントだと思います。あと、手前味噌な
ことを言えば、自分たちのマインドとして、志というか、
こういうふうにしたいんだ、こういうふうに将来はなり
たいんだ、ということを、おぼろげながらでも描いて、
それを計画して、着実にこなしていく。途中でうまくい
かなければそれを変更しながら、それでも最後の到達点
には必ず行くぞという、そういう思いを途切らせないこ
とでしょうね。まあ言ってみれば諦めないこと、ネバー
ギブアップということだと思います。それを長い年月に

ときには、例えば部分的なものを専門家に任せればいい
となりますけど、縮小していくときには、それぞれ分割
してものを頼むのではなくて、まとめてパッケージで頼
むようになるのは、当たり前のことなんですね。そうやっ
てスピード化と効率化と経費の削減を図っていくという
のは、これはもう株式会社であっても同じことですので、
行政サービスでも当然そうなるだろうと考えていました。
そうなったときに、我々はダムとか道路とか河川だけで
はなくて、全体計画に触れていかなければいけないので、
まず入り口であるまちづくりの計画とか、そちらのほう
を、コツコツと身に付けていかなければならない。そう
いう観点から少しずつ、みなかみ町のいろんな人たちの
協力を得てスタートしたということです。

̶̶̶みなかみ町というのは、どうしてその場所をお選
びになったのですか。

今井社長：我々のプロジェクトメンバーに群馬県出身で、
いろいろと詳しい人がいまして、「みなかみ町でもこうい
う困っていることがあるよ」みたいな話があったためで
す。我々で協力できるんじゃないかということで、そこ
からスタートしました。優秀な営業マンがいたというこ
とですね（笑）。たくみの里自体は、先人たちがそこに
いろんな職業を紹介するために、いろんなものを置いて
いる。つくった当初はだいぶ人が来たらしいのですが、
長い年月がたっていくと、やはり人は飽きてきますので、
その辺に我々の工夫を加えたらどうだろうかと、僭越な
がらそんなことを考えて、携わったということですね。

̶̶̶今までのコンサルティング業務で培った知識やノ
ウハウの中で、どういったところをまちづくりの計画調
査に活かされたのですか。

今井社長：正直言って、従来の発想は一切役に立ちませ
んでしたね。

̶̶̶えっ、そうですか。

今井社長：ええ。従来の建設という分野では、「ここに何
をつくる」ということはもう決まっている世界ですので、
そこから更に、どうやって効率化して、安全なものを安く、
素早くつくっていくか、ということが重要視されます。
対して、まちづくりの計画というのは全く何もないとこ
ろからスタートしますので、今までとは全く違う発想の
中で、うちのメンバーたちも全く違う、若い人たちのメ
ンバーでスタートしました。まずは、地元の人たちの意
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【心休まる趣味】

̶̶̶仕事から少し離れたお話も伺えればと思います。
今井社長、趣味は何ですか。

今井社長：よく人に聞かれるんですが、誠に申し訳なくて、
読書と散歩ぐらいしかありません。

̶̶̶あら、読書。最近どんな本をお読みになりました
か？

今井社長：小説とかではなくて、散文詩のようなものを
夜中にちらっと読んだりします。

̶̶̶散歩も趣味ということですが、やっぱり群馬の森
の辺りを散歩なさるのですか。

今井社長：なかなか言うことを聞く犬じゃないんですが、
犬と老人という感じで、近所を散歩しています。

̶̶̶愛犬との散歩の時間帯に、何かお仕事のことでア
イデアを考えたりとか、発想を湧かせる場としても使っ
ていらっしゃるのですか。それとも、もう本当にオフで
すか。

今井社長：いやあ、やっぱり職業病で、どんな事態でも
何かを考えているんですね。それもどうなんだろうとい
う気はしますし、なかなか良い発想は出てきはしません
が、一生懸命犬の後を追いかけているような感じです
（笑）。

̶̶̶でも、運動になったりとか、ストレス解消というか、
息抜きになってらっしゃるのでしょうねえ。

今井社長：そうですね。はい。

【アイ・ディー・エーの今後の目標】

̶̶̶仕事の話に戻りたいと思います。アイ・ディー・
エーの今後の目標をお聞かせください。

今井社長：先ほど会社の変遷と技術の変遷についてお話
しをしましたが、我々が今後末永く会社運営をしていく
ためには、技術的にもトータルなもの、それこそ入り口
から出口までといったものを身に付ける必要がある。事
業の創設、つくり上げるところから、最後の管理まで、
そういうものを包括で契約できるような技術を身に付け
た会社の体制づくりというのが、当面の目標になってい
ます。

̶̶̶今、その目標に向かってどのような段階ですか。

わたって続けていくということだと思いますね。

̶̶̶さて、１月からは群馬の森のネーミングライツス
ポンサーにもなったと伺っています。これは、どのよう
な意図からでしょうか。

今井社長：これも建設とかまちづくりとかとちょっと離
れた発想から出てきたものです。我々の会社だけではな
いですが、コロナの影響もあり、孤独とか孤立とか、現
代病のように、みんな心が疲れている。そういう中で会
社のそばにある群馬の森という、25ヘクタールぐらいあ
る大きな公園、あそこへ行くとすごく自然豊かで、大き
な木もあって、安らぐのですね。ですから、そこを永続
的に維持管理していくためのお手伝いができないだろう
か、ということが出発点で、ネーミングライツでわずか
ばかりの協力をさせていただきました。会社の中では非
常に話題になっていまして、せっかくですから、あの公
園をこれからもっとよく利活用できるよう、本当に心が
安らぐような場所にしていけるように、「県の活動に何か
提案していければいいね」という話題も出てきています。
そういう意味では、社内的にも活性化じゃないのですが、
みんな喜んでいます。

̶̶̶地域への貢献というものが一つあるのでしょうが、
プラスで、社員の皆さんにとってもいいツールにもなり
ましたね（笑）。

今井社長：そうですね。

̶̶̶この後もコマーシャルを挟んで今井社長にお話を
伺います。

【みなかみ町　温泉いちご】

14 GUNMA GUARANTEE MONTHLY REPORT



C h a l l e n g e  t h e  D r e am

今井社長：事業を創設していくことは、我々だけではで
きなくて、それこそ地域の人たちとか、行政の人たちとか、
いろんな人たちの声を集めなきゃいけない。でも、おそ
らく今年中には一つの提案が出せるのではないかと思っ
ています。我々の提案する計画が、周りの人達から認め
てもらえれば、子どもたちが非常に喜ぶものをつくるこ
とができる、というようなヒントだけお話ししておきま
す。

̶̶̶わぁ、聞きたくなってしまいますね。

今井社長：今やろうとしていることは、現在やっている
こと、また、過去にやってきたことに比べて、全く違う
世界になっているので、やはり社員も、「ちょっと社長、
何やってるんですか」って、引いています。ですから、
分かってもらうために、小っちゃなものでいいから、ま
ず成功させて、「具体的にこうなるよ」というものを、近々
表していこうかなと思っていますね。

̶̶̶社長のお話を聞いていて、いろんなアイデアを
持っていらっしゃるなあ、なんて感じたのですが、アイ
デアってどうやって湧くのですか。

今井社長：いつも何か考えているのでしょうね。夜中に
起きて何かメモすることもありますし、いろんなことに
興味がある。「これとこれをくっ付けたら新しいものが
できるんじゃないのかなあ」とか、空想の塊かもしれま
せん（笑）。

【若い人たちへのメッセージ】

̶̶̶予測がなかなか難しい時代に、新しい発想を持っ
て新たなことにチャレンジしていくって、非常に勇気が
必要だと思うのですが、どんなことが大切だと思います
か。

今井社長：まあ自分のことを振り返ってみれば、勝手気
ままに生きてきたんだろうなという感じはしますけど、
まず発想。何かにとらわれるのではなくて、自由な発想。
発想したことは、ものに書いてみるとか、人に言ってみ
るとか、頭の中だけじゃなくて、取りあえず発想したも
のは出してみるということと、それを恐れずに、果敢に
行動するということですね。若い人はそれでいいと思う
んですよね。必ず問題にはぶつかりますので。失敗なん
か考えない。大筋で話せばそんな話ですが、私個人とし
ては、もうそれこそ社会貢献というようなものをスト

レートに会社の目的とした、すごく骨太の起業家のよう
なものも欲しいですね。

̶̶̶ほおー。

今井社長：ええ。「私はこの問題を解決していきます。
そのために会社をつくります」というようなことを、も
うストレートにドンと出せるような若者たちが欲しい気
がしますね。そういうのが出ると、もう非常に応援した
くなりますよね。

̶̶̶そういうときには、いろんな面で今井社長がご支
援くださるんでしょうか（笑）。

今井社長：支援します。

̶̶̶おお、皆さん、よかったですね（笑）。若い人た
ちへのメッセージ、そして新しいことに挑戦するときに
大切なことなどをお話しいただきました。それでは、ラ
ジオをお聞きの皆さんに、最後に一言いただければと思
います。

今井社長：よく新入社員に言う言葉の中に「惻隠の情」
という言葉があります。思いやりの心を持つということ
ですね。思いやりの心っていうのは、相手の行動とか考
えを予測することなんですよね。この辺を基本に持って
いれば、いろんなことにつながっていくと考えています。

̶̶̶ありがとうございました。

今井社長：はい、こちらこそどうも、お世話になりました。

̶̶̶今日のトップインタビューはコンサルティング会
社「株式会社アイ・ディー・エー」の今井久登社長にお
話を伺いました。さあ、そしてもう１曲、リクエスト曲
をいただきました。この曲はどのような思い出がある１
曲ですか。

今井社長：先ほどは『海 その愛』という、海に向かって
旅立つ男なんですけど、『セイリング』というのはどちら
かというと、我々みたいに60代の半ばを過ぎたくたびれ
たじいさんがですね、港に帰ってくるという歌なので
（笑）。ちょうどいいかなと思いまして、選曲しました。

̶̶̶はい。素敵な、本当にね、１曲です。皆さんも一
緒に聞いていただければと思います。ロッド・スチュ
ワートで『セイリング』、今日はどうもありがとうござ
いました。

今井社長：ありがとうございました。
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保証協会からのお知らせ
「ぐんまグッドサポートガイド」令和３年度改
訂版の発行について
̶̶̶ここからは群馬県信用保証協会からのお知らせで
す。群馬県信用保証協会の磯さんにお話しを伺います。
磯さん、よろしくお願いします。

磯：こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、中小企業の皆さまへの支援業務に
ついて説明している冊子を作成していますよね。

磯：はい。当協会では、中小企業の皆さまのお借り入れ
に対する保証のほかにも、企業のライフステージに応じ
た「創業支援」「経営改善支援」「事業再生支援」「事業承継
支援」などにも積極的に取り組んでおります。こうした
支援業務について、中小企業の皆さまや、関係機関の皆
さまにより一層のご理解をいただくため、「ぐんまグッド
サポートガイド」を作成しており、このたび、令和３年
度 改訂版を発行いたしました。

̶̶̶こちらのガイドブックは、一般的なＡ４サイズの
パンフレットよりも サイズが小さくて、持ち歩きするに
も便利ですね。さて、冊子の内容が気になりますが、ど
のようなものになっていますか。

磯：はい。各種支援業務の説明や、保証制度のご案内、
支援に関する取り組み事例などを掲載しております。特
に支援の取り組み事例は、中小企業の皆さまが、当協会
を身近に感じていただけるように、わかりやすく具体的
にまとめるよう心掛けました。

̶̶̶保証協会の支援業務は、年々その幅を広げていま
すが、今回の「ぐんまグッドサポートガイド」の改訂に
あたって新たな要素はありますか。

磯：はい。令和３年度改訂版には、従来から取り組んで
いる「外部専門家派遣事業」において、新たなメニュー
である「経営課題解決に向けた個別サポート」を追加し
ました。中小企業を取り巻く経営環境の変化に対して、
きめ細やかなサポートができるように、メニューを拡充
しましたので、普段感じている悩みごとなどを、お気軽
にご相談ください。また、国が喫緊の課題と位置付ける
「事業承継」については、その支援内容などのページを
大幅に増やして、より詳細にご案内しております。なお、
保証協会では「事業承継相談窓口」も設けておりますの

で、直接ご相談いただけます。

̶̶̶保証協会に関する情報がまとめられていて、とて
も充実した内容となっていますね。中小企業の皆さまに
とっても経営課題の解決に向けたヒントが詰まっていて、
ぜひお手に取っていただきたいと思いますが、この「ぐ
んまグッドサポートガイド」はどちらで手に入れること
ができますか。

磯：はい、ご希望の方は、当協会の本店または支店の窓
口に直接お越しいただくか、企画課までご連絡ください。
ご連絡いただいた方には郵便などでお送りさせていただ
きます。連絡先など詳しくは、当協会のホームページで
ご確認ください。

̶̶̶磯さん、今日はありがとうございました。

磯：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー
船津綾乃さん（ジラモンド）
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
次に紹介するのは、前橋市でバイオリン工房「ジラモン
ド」を営んでいる船津綾乃さん、39歳です。船津さんは、
バイオリン職人に憧れ、都内の工房で学んだ後、単身ヨー
ロッパに渡り、イタリアの学校に入学。卒業後もヨーロッ
パで腕を磨き、帰国後、都内の楽器会社勤務を経て、３
年前の2019年、ふるさと前橋で独立開業しました。前橋
市富士見町の工房を訪問して、修行や開業の様子、バイ
オリンに寄せる思いなどを伺いました。

̶̶̶バイオリン工房「ジラモンド」に来ています。船
津さん、よろしくお願いいたします。

船津さん：よろしくお願いします。
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【収録風景：ジラモンド工房にて】

̶̶̶自宅の離れが工房になっていて、木製の木の厚い
天板の作業机、そして、ノミとヤスリなどの道具が置か
れていますね。

船津さん：はい、たくさんあります。

̶̶̶もういかにも職人さんの「仕事場」という感じが
しますが、具体的にはどんなことを行っているのですか。

船津さん：はい。主にバイオリン、ビオラ、チェロ、コ
ントラバスなどの修理を賜っています。また、楽器だけ
ではなく、弓の修理、調整などもしています。

̶̶̶あ、弓の修理も行うなんて、ずいぶん幅広いです
ねえ。

船津さん：ありがとうございます。

̶̶̶そもそも船津さんがバイオリン職人を目指した
きっかけは何でしたか。

船津さん：はい。バイオリンを始めたのは小学校低学年
のころでしたが、きっかけを持ったのは高校生のころで
すね。私の楽器にちょっと不具合がありまして、バイオ
リンの先生と職人さんの工房に修理をお願いしにいった
ことがきっかけです。

̶̶̶その道を開くきっかけになったバイオリンという
のは、まだ手元にあったりするのですか。

船津さん：はい、手元にあります。

̶̶̶それで音を聞かせてもらうことはできます？

船津さん：わかりました（笑）。

（バイオリン演奏）

̶̶̶うわー、すてき。急にすみません、ありがとうご
ざいました。職人を目指すきっかけになったバイオリン
ということですけど、でも、高校卒業後は大学に進学し
たのですか？

船津さん：バイオリン職人にはなりたかったんですが、
両親の希望をくんで大学に進学しました。在学中に、埼
玉で活動されていた山本耕司さんという方のところに通
い始めて、卒業後に本格的にバイオリン職人の道を歩み
始めたという感じです。２年間ぐらいは、夜はアルバイ
トをしながら、昼間はバイオリン工房でお手伝いですと
か、あとは自分の楽器をつくったりですとか、学ばせて
いただいて、１本バイオリンをつくりました。

̶̶̶できたときは感激したのではないですか。

船津さん：はい。『耳をすませば』というスタジオジブ
リの映画の中に、主人公の女の子の「すごい、魔法みたい」
というセリフがありますが、私も全く同じことを思いま
した（笑）。そのときは見たことがなかったんですが、
後で見たときに、「ああ、同じこと言ってるんだ」と思い
ました（笑）。やっぱりただの木だったものを、曲げた
り削ったりして楽器をつくっていって、音が出るという
のが、あらためて魔法みたいだなと思いました。

̶̶̶そしてその後、イタリアの学校で学んだそうです
ね。

船津さん：はい。25歳のとき、イタリアに渡りました。
クレモナというイタリアの北部、ミラノから100キロぐ
らい東に行ったところなんですが、そちらの国際バイオ
リン製作学校という、日本で言うと高専に当たりますか
ね、５年制の専門学校に通いました。３年編入というの
ができましたので、私は３年間ですね。

̶̶̶印象に残っていることって、どんなことがありま
した？

船津さん：ストラディバリとか、アマティとかは、クレ
モナ出身のバイオリン製作家なので、いわゆる億の楽器
ですね、そういう楽器がごろごろあるというか、マエス
トロに「工房に遊びに来い」って呼ばれていくと、「ちょ
うど来たから」って、億の楽器を「見るか？」って気軽
に渡される。そこで、どんなつくりをしているかとか、
どんな音がするかとか、どんな調整がされているかとか、
結構気軽に見れていたので、そういうのは財産になって
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います。

̶̶̶そして、卒業後はどのような道を進まれましたか。

船津さん：はい。自分の習いたかったマエストロに付いて、
１年弱ですが、工房に通って修理の技術を学びました。
その後、もう１年、弓の製作のマスターコースみたいな
のに進みまして、弓の製作・修理を学びました。その後、
お世話になったマエストロのつてで、スペインで２年半
ほど働いていました。

̶̶̶職人の世界って、厳しい世界かなと思うんですね。
その上で、外国で一人でやっていくというのは、大変だっ
たのかなあ、なんて思いますが、どう感じられますか。

船津さん：はい、かなりセンチメンタルになっていて、
もう辞めようと何度も思いました。

̶̶̶でも、そこで続けられたのはどうしてですか。

船津さん：お世話になっていたマエストロですね。もう
本当に辞めようと思っていたときに、「おまえの強みはこ
れだ」っていうのを言ってくださったことがありました。
また、イギリスの中でも２トップぐらいに言われている
工房の工房責任者を務めている方が、たまたま学校に特
別授業でいらして、その時に私が手掛けたものを見てい
ただいたら、「この技術だけだったらそのトップクラスの
工房でも今働けるレベルだ」と言われたことがあって、
もうそれを信じてやってきました。

̶̶̶そうでしたか。さて、その後の話に移りたいと思
います。修行を終えて、日本に帰国した船津さんですが、
都内の楽器会社勤務を経て、2019年に「ジラモンド」を
開業しました。船津さん、独立のきっかけは何でしたか？

船津さん：独立のきっかけという感じではなかったので
すが、ちょっと体を壊して療養した後に、もう一回ヨー
ロッパに戻りたかったのですが、タイミングが悪くてか
なわず、かといって、ぶらぶらしているわけにもいかな
いので、独立をするというふうに決めました。

̶̶̶怖さというのはなかったですか。

船津さん：特になかったです。やっぱりイタリアやスペ
インへ行って、ちょっと度胸が付いたのかもしれません
（笑）。

【工房の様子】

̶̶̶「ジラモンド」にはどんな意味が込められている
のですか。

船津さん：ジラーレっていうのが、イタリア語で回ると
いう意味ですね。モンドは世界なので、世界を回れるよ
うな腕のいい職人になりたいなと思いまして、名付けま
した。

̶̶̶あら、すてき。

船津さん：いろんなところにいたので、友人から「今、
世界のどこにいるの？」って、チャオの後にそういうメッ
セージが書いてあるので、そういうふうに聞かれる人生
でありたいなと思いまして（笑）。

̶̶̶バイオリンの修理をしていて、楽しいと感じる瞬
間、やりがいを感じるって、どんなときですか。

船津さん：音が出ないとか、音が伸びない、なんかちょっ
と雑音がするということで持っていらしたものを、自分
が調整して、かなり音が出るようになると、やりがいを
感じますね。

̶̶̶ここで事業を始めて３年。反応はいかがですか。

船津さん：皆さん今まで、都内ですとか、ほかの県に修
理に持っていったりされていたようですが、「地元で近く
にバイオリン工房があるのはありがたい」と言っていた
だいています。

̶̶̶将来の夢や、こういうふうに私はなりたいとか、
そういう思いなどがありましたら、最後に聞かせてくだ
さい。

船津さん：はい。今、こちらでバイオリン修理・調整を
していますが、音楽というのは人の心にゆとりをもたら
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すものなんだなと再認識いたしました。世界では、いろ
んなところで紛争とか戦争とか起こっていて、弦楽器に
限らず受け継がれた楽器とか壊されてしまったとか、な
くなってしまったとか、そういうこともあるんじゃない
かなと思います。そういうものを直して、次世代の子ど
もたちにつなげるというボランティアみたいなもの、も
しそういう活動ができるのなら、やりたいと思っていま
す。

̶̶̶世界を旅するバイオリン修理屋さんですね。

船津さん：そうですね、ジラモンドですね。はい（笑）。

̶̶̶前橋市でバイオリン工房「ジラモンド」を営んで
いる船津綾乃さんにお話を伺いました。ありがとうござ
いました。

船津さん：ありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人
を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、
番組前半は、高崎市の総合建設コンサルタント「株式会
社アイ・ディー・エー」の今井久登社長のトップインタ
ビュー、そして後半は、前橋市でバイオリン工房「ジラ
モンド」を営んでいる船津綾乃さんを紹介しました。
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保
証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈
良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【４月の放送のお知らせ】

令和４年４月７日（木）12:00～12:55
再放送　４月９日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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